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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月16日(2015.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランザクショナルミドルウェアマシン環境においてディザスタリカバリをサポートす
るためのシステムであって、
　トランザクションに関連付けられた１つ以上のトランザクショナルアプリケーションサ
ーバを備え、前記１つ以上のトランザクショナルアプリケーションサーバは、トランザク
ションに関連付けられたトランザクショナルログ情報を、ローカルサイトの前記１つ以上
のトランザクショナルアプリケーションサーバと接続するデータベースに永続化するよう
に動作し、
　データベースは、永続化されたトランザクショナルログ情報を、ローカルサイトのロー
カルデータベースサーバからリモートサイトのリモートデータベースサーバに複製し、災
害がローカルサイトをディスエーブルにすると、リモートデータベースは、永続化された
トランザクショナルログ情報をリカバリし、トランザクションを完了することを、リモー
トサイトの異なるトランザクショナルアプリケーションサーバに許可するように動作する
、システム。
【請求項２】
　トランザクショナルミドルウェアマシン環境においてディザスタリカバリをサポートす
るための方法であって、
　１つ以上のトランザクショナルアプリケーションサーバによって、トランザクションに
関連付けられたトランザクショナルログ情報を、ローカルサイトの前記１つ以上のトラン
ザクショナルアプリケーションサーバに接続するデータベースに永続化することと、
　データベースによって、永続化されたトランザクショナルログ情報を、ローカルサイト
のローカルデータベースサーバからリモートサイトのリモートデータベースサーバに複製
することと、
　災害がローカルサイトをディスエーブルにすると、永続化されたトランザクショナルロ
グ情報をリモートデータベースサーバからリカバリし、トランザクションを完了すること
を、リモートサイトの異なるトランザクショナルアプリケーションサーバに許可すること
とを含む、方法。
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【請求項３】
　前記ローカルデータベースサーバへの既存のデータベース接続を再使用することを、前
記１つ以上のトランザクショナルアプリケーションサーバに許可することをさらに含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記トランザクショナルログファイルにトランザクショナルログ情報を書込むことをさ
らに含む、請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　分散ファイルシステムにおいて前記トランザクショナルログファイルをサポートするこ
とをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　リカバリサイト上で前記トランザクショナルログファイル内のトランザクショナルログ
情報を同期させることをさらに含む、請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記トランザクションが二段階トランザクションであることを許可することをさらに含
む、請求項２から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記二段階トランザクションの第１段階の実行が成功した後、トランザクショナルログ
情報がトランザクションマネージャの永続化状態を含むことを許可することをさらに含む
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記トランザクショナルログ情報が、トランザクショナルファイルシステムのマップに
基づくことと、トランザクショナルログレコードにおいてトランザクショナルログ情報を
維持することとを許可することをさらに含む、請求項２から８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　グローバルトランザクションを用いて前記トランザクショナルファイルシステムのマッ
プを作成し、トランザクションプロセスがブートされるとトランザクショナルログレコー
ドを開くことをさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記トランザクショナルログ情報が、複数のトランザクショナルドメインについての情
報を含むことを許可することをさらに含む、請求項２から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　請求項２から１１のいずれか１項に記載の方法を行なうためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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